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行動薬理学の歴史とその最近の展開に

およぼすオベ ント心理学の ? 

l 行動薬理学とは

用

行動

Cbehavioral pharmacology)とは，

ることを閥的とした，

してきたものである。その方法論として

たとえば心理学的立場からはオペラント条件づけによ

本隆

和田?専

らは主として中枢神経系に作用する薬物

されている。

の作

など

繕神的ストレスを受けることが多い護雑化した現代社会においてはわれわれの日常生活と

さまざまな薬物の摂敦(とくに鱗衿安定都や抗不安薬などの

ない関係tこ会る。したがってこのような現状を考える

とは埠っても締り離せ

をスクす

べき

札社会に対して果すべきそ

されているなかで，実欝

ンクめする

ち，

ごこと， これも

ど

の果す

の一つである。たとえば抗不安楽のスクリーエングでは，電撃間藤学留などが

として用いられ，その薬物の投与によって稜告刺激が提恭されているにもかかわら

しなくなるかどうかによって，その動物に文まする抗不安作般の有無念

暫定するもので怠る。

また， ざと明らかにする 生化学的， く用

?一本線文を書くにあたって，1，北海道大牧島民主詳吉害容量生学教議室主主2斉藤宗]ま産党役のごま待選事合得た。記して総務

のえさ:きと淡する。

tt 本研究め…部;主昭和 58~59 長手段文部省手等学級究費(試験研究(1 )588100釘宮研究代淡護学?二本震を茂〉の鴻説会

受すた。

53 



人文科全然言語集

し、 ているが， も

に対してかなり敏感である

ている。生体の生化学的・

その変化がどのよう

る。これに対し行動的夜吃:

ってし、る

の薬

物に

ることも容易

きを比較したりする

るために薬物を

は薬物効果を検

なデ…タをもたらしてくれる。

として料用ずる場合もあるc

る薬物た用いることによって，ある

となる。このような領域は一般にひろく

いるが，薬物と行動との関係のみiological psychology)と

もある。

2 行動薬理学の歴史

きわめて<， のかなり初臨 ま る

る
。
、;ノ
マ2
よ もアヘン， アルコーノレ いては5，000~8 ， 000年も tこさ
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ブラセ-;t;による効祭

初支持 I 2. 然界の薬物(アヘン，アルコール，カンナピス， ¥:1ーウォルアィア，コカ，ペヨーテ)
8∞0， BC. 13.摂食，飲*，喫煙による薬物〉摂取

~1800 

1940~1955 

1. :'jt隊約な科さ訴の多量逮

2.芸車線作用の行動機序

3. 薬草王遺作用の反応、主幹依存仮設

1955-主流夜
(rate dependency 

開発 I I esisl 

薬物一行動総1if学問の 14.薬物の刺激特伎の研究{総
研究 I 1 物語し燃のすべラント的解釈

箆 i 行動薬理学の鐙5と[Pickens，1977) 
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行動義喜怒号詳のE主党とその最近の幾総iミおよぼす会ベラント心理学めま安建設

かのぼることができ(Blumet a人 1970)，インド蛇* ら採取したょにキヘローウォノレブイ

ア(抗分裂爵薬レ勺ノレピンのもとになる物賞〉やカブ品インにつし、ても，ほぼ開等の怒灘、を持

つとされているくChopraet al.， 1933).また 1492年にColumbus，C.が新大障な発見しずこさい，

幻覚をひきおこすカグタスの木ゃある稜の'f-ノコ，そして爽鷲作胞を持つつコちゃタパコの木も

発昆された。しかしこれらはそのずっと以前から，宗教的沼的や戦場での兵士の士気な高める

ために，原住民の関でく使用されていた。

}のようにさまざ設な種類の薬物…一一アパ/コ…ル〔鎮静剤)， タバコ・コカ(胤縁側} ロー

ウォノレフィア(抗鵜袴鶏薬)， カンナどへべぉ…テ，カタタス(し、ずれも

痛予f!J)等々…ーが，大?まから人間の精神や荷重加こ作用する物繁として利用されてきたのである。

自然界の動植物や無機物をそのままFおいていたころの薬物は， 19佐紀にはいり近代化学技術

ることによってその成分が分析され得るようになった。その奈さ祭有効成分が輪出され

ること になって

さすた。これら のものより も強く，たとえば1803

SertUrner， F.がアヘンからそんとネの単離に成功し，このよそノレヒネはアヘンより 10倍以上も

った。さらに 1898年にはモルヒネより 2.5倍も強力なへ開インが合成されてい

る。 1858年にはつカ らコカインが踏出された。驚くべきこと るがコカインはかつて

コカコーラとし、う市飯の清涼炭駿飲料水の成分のひとつとして知られていた(Ray，1972)t。覚

醒剤のアンプエタミンは1887年に合成されている。 1864年にはパルピツーノレ器産が会戒され，こ

れをもとにしてパルビタ…んやノミノレピツレートなど之500綴もの露眠薬が合成された。このな

かでもパラアルデとドや抱水クロラ…ノレなどは臨床用としても使用さ

けが訪れる

して，

あげられよう。

の…っとし

なわち動物を被験体とし

多く

うようになり， の生理的作潟機序に興味を殺し

における変化か

や
ふ

るように

なってき

々的に諮宝ましたのは，おそらく Pavlov，I.P.の研究室が

最初であり， アノレコ…/レ， モノレヒ カイン，そしてカフェイン

には，剖achtら

1うる

された (Zavadskii，190針。そして 1920年代 し，

アヘンな の行動 る しているCMachtet alリ 1920;拭acht&誕ora，

?主主:A:ほぼ1そ界中で童文子容され乞いるコカコ…ラヰh もともとはその;g0)とおりコカの繋とつーラチ(Cola持itida

またはC.acumuほおのき泰子を乾燥させたゑ淡〉のエキスをj混ぜた欽絡であった。やがてコカイン中毒の怨ろ

しちに気ついたプメザカ致府民 コカコーラからコカ薬~除くことをこの霊長遊会社に整会をきい 論争の給条づ

:hは徐去されたが，その商品名はそのままいまにいたるまで洩っているく山崎， 1984)。
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1921)0 

1940年代から 50

おこった。?なわ

LSDの発見によ

にかけて， にかえる な発晃があいついで

としてのクロールブロマシン (CPZ)とレセルピンの楚場であり，

あった。

1940年代初札 の発達史のなかでも飛磁的といえるひと つ T::"o それ と

スタミ る。とスタミンは生体内の綿抱

アレルギ…反応、時 されアレルギ をひきおこすと考えられている。

はこのヒスタミンの作用に拾抗する薬物で，鴨患やショック主主状に対して潟いられてきた。し

かし抗ヒスタミン薬には副作用として鎮静効果が必り， これを嫌う患者も少なくなかった。そ

で製薬会社は，抗ヒスタミン作用があり頭静得用の少ない薬物を捜し出すためにき動物を用

いた行動テスト法一一一鰻眠時間や運動盤などにどのよう

なった。その結果醤作用の少ない技とスタミン製剤も作られるようになっ

ミン作用は喜弘、が鎮静作用時5弘、薬物も発見議れた。そ

9にこもゑかミ汐

ンJスえ弓の〉繋薬会社Jスえベシ

れた化合物やみずから

などの説作用

Chapentier， P.は，これらのテスト法

したフェ/チアジ し，

たものについて人態での効泉が検討された。これが後でクロ…/レブ口マジンと

跡"の薬物で為る。クローノレブロマジンは多くの構神病院で利用さ

することに

逆に抗ヒスタ

き

ブラ

".. 

d 

が〉

して~U的な効果をど袈わした。思議の興奮状態は鎮まり， しかもこれまでの薬物とは凝って

はしっかりしていたのである。グ持…/レプロマジンによって精神終段

以後どこの務長でも抗分裂病薬として用いられるようになっ

もうの抗分裂病薬であるレセノレピンは インド蛇木から採ったエキスの口…ウォルフィ

アから作られた。インドでは2，000年も菊からさまがま とえば蛇にかまれたとき

など このローウ Jしアィアが用レ きた。 しかしまきの

1ヰ は口…ウ庁ノレブィアはほとんど研究者たちの関心を引くことがなかった。その開…

ウォノレアィアがはじめて殺の注目を集めるようになったのは， スイスのチパ

血圧作活をもっ有効成分をそれから単離したためである。この薬物こそ第2の奇畿の薬であり，

レセんどンと命名さ アメリカ Kline， N. レ

4!ノレピンの治療効果を分析し， 1954 の諜が分裂瀦に対して箸効があることを確認したので

ある。グ p ;t.-ブ口 γ ジンと関様rこ， レ寸さんどンによっても精神鋳説中に奇跡の嵐が吹きあれ

たのである。慾りっぽく攻撃的な患者は飽人と協調的になり，持うつ的な患者止決活で朗らか

になった。 Jその結果精神病患者への治療やりハヒ、リテーションもずっと務易に仔うことができ

るようになり， I誘鎖約棟に隔離されている，患者数も激減したのである。

えた第3の出来事は， LSDの持つ幻覚作用の発見とその乱用である。
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行動薬理学の康史とその最近の展開におよぼすオベラント心濠学の貢献

1943年スイスの化学者Hofmann，A.は，ライ麦や他の穀物に発生するある種のキノコによって

造られる麦角塩基を研究している最中，誤って自分でそれを摂取してしまい，彼の報告による

と「異常な造型と強烈な色彩が万華鏡のようにたわむれる幻想的な世界」を体験した(Hofmann，

1979)。この薬物は5月2日に合成されたことから LSD-25と命名された。 Hofmannの体験報

告は多くの精神科学者たちの興味をひいた。というのはこれらの体験が精神病患者の語る体験

ときわめて類似、していたからである。その結果，精神病のモデルとして LSDの中根神経系への

作用が研究されることになった。たとえばBercell(1959)はクモにLSDまたは慢性分裂病患

の血清を投与すると，いずれの場合にも統制された巣作り行動が困難になってしまうことを

見出した〔図2)。彼は慢性分裂病患者がLSDの投与に対して，高い耐性を示す事実と併せて，

これらの患者たちの血液中にLSD様物質の存在を推定している。しかしその一方で，LSDの民

間における使用は徐々に広まり，最初精神医学者たちゃ芸術家，哲学者，宗教家といった特定

の人々の留で使用されていたものが， 1950年代中頃には不正に大量密造されるようになり，若

者の間で享楽を求めるために用いられるようになっていった。

薬理学史上クロールプロマジンやレセルピンのもたらした影響は強烈だった。これらの薬物

図 2 クモの正常な巣(右上)と， LSDまたは慢性分裂
病患者の血清を注射されたクモの異常な 3例の巣

(Bercellヲ 1959)
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ほぼ半数のベッドを点領してし の数をど激減'd政務や患者の経済

もたらした。このため政府や製薬会社広的魚粧をf~滅さ i は巨額

60 

N=302 
50 

言書 40 

文 30

数 20

10 

言言葉祭器富喜芝草 g護委譲
同戸同州門戸ペ門門戸刊阿川

年

図 3 fT効薬理学!関係の多善後議文数
(クローjレプロマジン走行・メ Ijカの司j't鶏にきま主義したのは

195ヰif-)(Pick附 s，1977) 

表 1 f子塁手j薬玉虫学研究 (1917~1963年)における各分析方法の総文芸文

{カ γつのなかは至宝f卒iこどきめるパ…々ント) (Pickens， 1977) 

15 法 1955年以前 ぬ55-1963年

Oレスポンデント条件づけ 2 (7%) 16 (6 %) 

o滋然条件づけ?
立の強化 17 40 (14%) 

重量の強化

逃i援のみ 6 (20%) 16 (6 %) 

間滋及び逃避 o (0%) 53 (ぉ%)

数イヒ刺激の組み合わせ 2 (7 %) 10 (4 %) 

。オペラント条件づけtt

廷の強化 1 (3 %) 74 (26%) 

負の強化

逃滋のみ o (0 %) 3 (1 %) 

@]波及び逃滋 。(0%) 30 (1l %) 

強化刺激の組み合わせ o (0 %) 19 (7 %i 

レスボンデントヂ絞き 2 (7 %) 20 (7 %) 

。委主 {本

レスボンデ、ント条件づけ 2 (7%) 16 (6 %) 

道具粂f牛づけ 25 (83%) 11合 (42%)

オペラント条件づけ 3 (10%) 146 (52%) 

? ょこのま誌における道具粂終てゴltとは統制l才ペ号ント粂件づけのことである。
tt このぎをに台けるオペラント条件づけとは鼠fE災f，五%もお子署長慾?ある絞殺の

オペラント書~1!fづけを E芸員百として笈1素している。
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行動薬淫学の際災とその最近の援闘におよぼすオベラント心潔学のZ主義武

にもっと効果のある新しい薬物の機発に乗り出し の努力の効あって 1954

メブロノミメート， 1960年にはク口ノレジアゼボキサイト， 1961年シアゼパムといっ

ぎつぎに鵠発さ また 1957年にはそノアミンコナキシダーゼ うつ

イミプラミンも製造されるようになった。

臨床上有効な治療効果を持った薬物が開発さ に対す

る作用を分析したり，期待される を判定したりするよできわめて有力であることが

明らかになってくる (Cooket al.，1955) e，行動科学的薬物試験法

激に高まりヲ各地の製薬会社や大学に任動築五農学萌究室があいついでも設饗されることになり，

これを畿に行動薬理学は急、速な発援を遂げることになった(国 3)。オベラント条件づけ法は薬

物の告発性反町、についての学翠性行動に対する分析法としてはきわめて敏感であり，かつまた

した客観的デ…タをもたらしてくれた。たとえばネズミやハトなどの被験動物はレパ…念

持したりキーをつついたりするように言1I練dれ，行設が安定した時点で研究際的に応じてさま

ざまな薬物を投与し，薬物投与以訴のその個体の行動や生理食犠71くを投与された統制群の行動

と比較・検討された。 1955年以前はオペラント条件づけ法を用いた薬物作用の研究は全体の10%

ぎなかったが， 1955~1963 年にかけていっきに余体の 52誌を占めるまでに普及し

る〈表1)。

1960年代後半になると，LSDをはじめとして多く

なった。とうわけ麻薬や幻覚剤の乱用

リカ合衆菌政府 な予算を組み.またこのこと

草案液

若宮定患アーム

爵ヰ ネズミとサJレの薬物自己投与実験装澄

な目的で使用されるように

この問題に対処すべくアメ

たちの行動薬理学に対する期待と

ハキス

話通t協が綴{とスケジュー JJ.<iこしたがって透切なレパー狩しj反応、をすると，巨証言語注入器にi髪

結されたカデーテルをi湿して後ft続殺としての主主総が没入されるc (紛所， 1980) 
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動物の薬物自己投与法による自己投与現象成立の有無

(Schuster & Jol閣 lson，1974) 
表2

人文科学論集

自己投与の有無

0

0

0

0
×
×
×

0
0
0
0
0
×
0
0
0
0
0
0
0
×
×

O
 

f知

ネズミ，

ネズミ，

ネズミ，

サル

サル

サル

サル

サル

ネズミ，サル

サル

サル

ネズミ

不スミ

ネズミ，サル

サル

サル

サル

サル

サル

サル

サル

サル

サル

種

サル

サル

サル

動

コカイン

d-アンフェタミン

メタンフェタミン

ニコチン

クロ jレフエンタミン

マグネシウムベモリン

カフェイン

f也の精神運動賦活薬

アモパルピタール

セコノ{)レピタール

ペントパルピタール

ヘキソパルピタール

チオベンタール

モルヒネ

コデイン

メベリヂン

ベンタソゃシン

プロピラムフマレート

プロポキシフェン

クロルジアゼポキサイト

メスカリン

クロールプロマジン

アルコール

物薬

関心とをいっそう高めていくことにつながった。その結果，動物による薬物の自己投与という

新たな研究領域が生み出されたのである。 Headleeら(1955)が最初に薬物の腹腔内自己投与

Weeks， (1962)や ThompsonとSchuster(1964)もネズミやサノレを法とし、う技術?を確立し，

この薬物自己投与法では，動物が実験者用いた静脈内自己投与法による実験結果を報告した。

に従って適切な反応をすると自動控入装1982) の組んださまざまな強化スケジュール(岩本，

置が作動し，動物の体内に埋め込まれたカテーテルを通して一定量の薬液が注入された(国4)。

人間に乱用を引き起こした多くの薬物において，動物の場合でも自己このような分析の結果，

しかし人間に乱用が生じなかった薬物には動物による自己投与も伺様に投与がやはり生じた。

見られなかった(表 2)。これらの事実によって，動物への薬物自己投与法が薬物乱用を予測し，

かつまたその治療法を研究する上できわめて有力な手法であることが明らかにされたのである。

タ分フー

行動薬理学研究の実例

ここでは行動薬理学研究の歴史的または典型的具体例を示し，実際の実験手続き，

60 
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行動2終慾学のき表皮とその賞受i授の展関におよぼすオベラント心理学の災獄

析，結果の解釈などについて総介する。ここで絡介する実験は心理学のなかで、もっとも重要な

テー?のひとつである雲寺際評備に対ーする向縞衿薬の影響を検討したわれわれの軒究(清水ら，

1980) と， さらにこれを発援させ，舗内へ直接薬物を注入ずるより読ま奈された等法で分析した

われわれの研究〈和隠ら， 1983; Iwarnoto & Wada， 1985)とをあげる。薬理学の方からは麻

もど扱った典霊的な研究として， ネズミ (Weeks，1962)とサル (Hoffrneister，1979)に

よる薬物自己投与実験を紹介する。そして議後には，厳密には行動議種学の合野ではないがオ

ラント条件づけ法や行動薬理学的手法を応;用した新しい分野から，行動毒性学?の実験部を紹

る。これは近年きわめて露大な社会爵題となってい

用をど，行動に対する影響に基づし、て評価し未知の毒性をそ子部する議役試験法の確設をめ

問である。本例では有機議斉uトルエン CPryoret al吋 1983)，鉛(Brown，1975)，水銀 (Kishi

et al.， 197))を渇いた実験を結介する。

1)ネズミの DRLL行動に対する向精持薬の影響〔潟水・岩本・吉野・阜灘，玲80)

ぶこ対し

る。この方法の手続~

る

!よく用いられている。また脳一血液関門 (brain-bloodbarrier: BBB) 

p 
"=> 

合宿いることにより，や枢の神経倍達系に議接存洞古ど及ぼし，行動との関逮1設を績討すること

もできるο

ら(1980)は， メタンブェタミン (rnetharnph抗arnine:MPT)， クローノレブ口 γ ジン

霊祭3 DRLLl21 LH20 (ITI5)スケジューjしの反応、におけるフロ…チャート

12彩、話 t< 32(12十20)秒
4 
5会 ft

t く12秒またはt;;;:;32秒
↓ 

非強化

f行動慾tt学〈漁協vioraltoxicolog針。さまがまな災後物資ゃ潔境汚染物焚のもつ三転倒IJの主義i~↓也会:"ii卒綴したり

予il!tlしたりするためをこ， オヘラントふ{牛づをこ代表されるような行動科学的分析手記長会用いる史学問分聖子。行

動薬理免許でmいられる薬物の骨三体江主すする影響は一過滋で可逆約ぐ、あるのに立すし，行勤務性学でmいられる
まを物ぷL、ずれも不百Jj詮自Jでしばし;三三重燃えE際主奪三ど及ぼふ;務合uこよっては死をどもたらすこともある。
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Cchlorpromazine: CPZ) ，ジアゼパム (diazepam:DZP)をネズミの腹腔内

持分化強化付近erentialreinforcement of long latency: DRLL)スケジ

し，長講

るこれら完欝神薬

このDRLLスケジぷールは抵頻

DRL)スケジコーノレ オペラ

間(limitedhold: LH) 20 

し

化強化 (differentialreinfo主cementof low rates: 

の頻発 Cburst)を紡ぐために口氏L12/制限時

(inter…trial ばerval:ITI)を設けたも

のであった。この強化スケジューノレ下ではネズミはITI，*レバー抑し反町、会持制し， ITI 

了してランプが点灯した時点から 12秒またはそれ以と経過し， さらにその時点からお秒鵠の

綴議時関以内にレバ…狩し皮応;さと生起きぜると強化刺激〔粒鰭〉を獲得することができた。ラ

ンブが点灯した持点からネズミが疫Lちするまでの時間関舗を反応潜雲寺令部ponselatency: Rむ

と喜子び，皮応後ふたたびITIが始まった。ここで反応;帯時 tと強化との関係さど示すと表3のよ

うになる。

300 

200 

100 

f支

。
応、
300寸

盟

100-1 

。
ControJ MPT MPT 

。盆5mg/ほ1.0mg/kg

1ln5 総反応、委主{騒入手ま効反応数{口入数
{と数(堅苦こ対するメタンフェタミン

{長lPわの影号事

1:関 i主事毒物投与底抗の~~虫食温水条件，

下矧l立ちI!PT条件。{淡水・年吉本.~吉聖子・

王手詩要， ぬ80)

200 

100 

fi. 

O 

E芯

200 

数

100 

。

lli1I6 
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Control CPZ CPZ 

1.Omg/kg ぷmg/kg

主主反応:数(騎)， 有効反応、主主(口)， 強

化数{慾)Iこ対するクロールブロマジ

ン (CPZ) 0)塁手警察

よ5請は築物投与波立'í O)~主E虫食溢水条件，

1'5護法 CPZ条件。〔清水ー総本・吉野-

m紙 198母)
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200 

1Ji; lC白

数

反

Propylen詑 glycolは DZP(1)

語草剤jであり， この溶剤jの効果の

検出のための絞総務である。

Pro手yene DZP 
glycol 咽a盟g/kg

総反応数〈額九有効反応、委主 (0)，強化

数(窓~) 1こ立せするジアゼパム (DZP)の

影響 〔然水・表ヨド・吉野 .1手綴， 1980J 

Control 
§ 

図 7
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相
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反
応
綴
皮
(
%
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G 24 24-

給対反応援皮分布{こ立せするメタンブェタミン (MPT)(1)影響

ti:1'l1H主薬物投与島義務立の金王室食君主ノ1(5知子， 会E滋!主語IPT条件
{箆ii土手F~指イヒ反応、の綴対i室奈さ芝. (口)は強化反応1})総支守護資産Eを表す。
(f脅水.~禁ゑ. ~拍子. !字詰譲宅 1980) 

12 G 

Zき{秒)

12 

~8 

ペコしのネズミ30日間ウィスタこのような条件で 1El 30分跨，

DZP c1ρmg!kg) 1.らmg!kg)，CPZ 0.0， 1.0mg!kg)， MPT (0.5， 

一一ITIやの反見、数〉と海効反TG数ぷーし

強化数のいずれも滅を増大させ，強イと数を減少設

DZPはMPTとi湾じ変化をひきまざ〕統棋群との隣少させ

MPT 

その霊会いは間PTでとくにいちじる

てみると，

喜怒 9)。
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:30 

20 

10 

8 

30 

20 

10 

DZP 
LOmg!kg 

H寺(秒)

窃 9 相対反応、綴度分布!こ究すするジ

アゼパム (DZP)の最長饗

{霊童):封ド線化以Eちの綴対事長号:(，

(巴) ~討議{ヒE之氏:の籾立す事長波長

淡す。Propy!念neg!yco! (ま DZP

Cl)iSj対でみり， このiお約の究主祭
ぴ}後出のたぬの去最剣若手てもある。

(iF1水・岩本・古里子..!fi綴， ぬ80]

30 

20 

10 。i 醗建 L~仇 総需 11/用

キ日

CPZ 
立す

1.0盟g/kg反 301
@: 20 F吋

il1誤

F関
度初

% 
) 

CPZ 

1.5闘拡/kg

田高V 工、
思。 12 24 24山

反 応、潜待(秒)

図10 初対反応額獲分布!こ対するクローんブロマジン (CPZ)の影響

1.i:B若は薬物投与夜僚のさ主王聖食塩水粂伶， 話王室立法 CPZ条千午
{磁)I立務総イじt支L芯CI)綴対委員度， (口)(;l:~主化反応、の総支ぜ議員総をき空す G

Q誇水・淡水・古里子・学滋， 1容器0]

しく， 1.0 mg/l沼投与では分布のど…クの結対度数が維持された家安，王子坦化することなく平

に移動している。これらの弱から 2~4 秒の反潜持で頻繁に授していることがわかり，

このことはMPT投与によっても待問弁翌日ぞれ臼体は治失しておらず，そ

評揺が過大化するにすぎないことを示している。

DI之上やDRLLスケジューノレ下で訓練念行うと，オペラント反誌を抑制しているあいだネスミ

は自分の患をなめる，スキナーぷッグスの床のグヲッドをかむといった行動を発達さ伽せる(Kramer

& RiI1ing， 1970)0 AhleniusとEngel(l972)は，長港時分布が左方へ移動したのはこれらス

テシオタイプ(定型バとした仲介行動が説PTによって加譲先いその結粟反応溶時が短くなつ

たためではないカかミと解釈し?たこ立?。………………一(……(…(

れれ，た符出計今(i治nt句ern泌叫a必1c1ock)の逮窓之念どi迷窓めたため， 時間の過大評綴がじたという興味深い説を

唱えている。主主PT とは笑aって， CPZ d-itーかつまずこ分

f絞らが!おいた薬物はアンアェタミン (amphethamin邑:APT) とあるが， I'学問はMPTとほとんど閉じ亡、

ある。
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P悶ム20/LH36訓練における有効反応数(ITI終了後の反応、数)， ITIゅの反応、数，
強化反応数， 1討中の反応率(ITI中の反応、数/ITIctの反応、数十夜受章反応、数人反応、

効連勝(強化反応数/有効反応、数)の変化

各ブロック{立 3~才ッシ日ンを平均して 1 ブロックとし. CRFlまかOHDAi:混入護主義nのCRF
訓練最終セッションのもの。場一-": 6-0日DA苦学 (n=6)，。…。:アスコルピン露支
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(利回・斎橋・ 2吉里子・主岩本， 1983) 
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布を平担化した。これはCPZが実時間の評価を過少化させるばかりでなく，時間弁別行動その

ものも鈍化させていることを示している(図 10)。

2)ネズミの時間弁53iJ行動に対する 6叫ハイドロキシドーパミン(かhydroxydopamine:6-0HDA) 

の中隔野内注入効果〔和田・高橋・吉野・岩本， 1983; Iwamoto & Wada， 1985) 

0.2 

。
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女す
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。
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。
10 20 
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円 i/〆，u:C3
! PY  I 'i 

.p.. f/.Y ...~' 

O 山一 i zh-
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反応潜時(秒)
図12 DRLL20/LH36訓練における相対反応綴度分布の変化

反応潜H寺20-22秒の間の霊底線よりお側の部分が強化反応の相対頻度を表し，左傾~の部分が非強化

反応、の相対産自度を表す。@一一.: 6-0HDA群(炉6)，0------0 :ァスコルビン重量群 (n=5)，

×ー…x:非浅入群 (π=10)0(和問・高橋・吉野・岩本， 1983) 
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向精神薬は脳一血液関門を通過し，中枢の神経伝達系に直接作用する。実験1で用いられた

MPTは中枢のカテコールアミン(catecholamine:CA)ニューロンの刺激伝達を促進し， CPZ 

は逆にCAニューロンの刺激伝達を阻害する。このことはネズミの時問弁別行動と中枢のCA

ニューロンとの間に密接な関係が存者Eしていることを示している。しかしながら，末檎からの

薬物投与法では薬物が全身に作用してしまい，行動に影響を及ぼす薬物の効果を中枢にのみ求

めることは当然、のことながら困難である。これら末梢投与法の持つ難点を解決する方法のひと

つに，薬物を直接脳内に微量注入する方法 (intra-cranialmicro-injections)がある。

和田ら(1983)は中縞(septum)を破壊されたネズミがオペラント反町、を頻発し，DRLゃDRLL

スケジューノレ下で、の時問弁別行動の学習がきわめて臨難になるとし、う報告(岩本・高橋， 1976) 

などから，中橋破壊によるオペラント反応の抑制障害と，中隔のCAニューロンとの関連性を

検討する実験を行った。この実験では， CAニューロンにのみ選択的変伎を引き起こす神経毒

(neurotoxins)のかOHDAが中隔へ微量注入された(8μg)。この手続きによって中南内のCA

は統制群の約 50%に半永久的に減少すると報告されている (Robinsonet al.， 1979)。

6-0HDA 校入後，ネズミはDRLL20/LH 36下で 1臼30分間，連続30日間訓練を受けた

ほTI= 5秒〉。その結果， 6-0HDA注入ネズミは有効反応数がより早く減少し，強化反応数，

反応効率(強化反応数/有効反応数)は増大した(罰 11)。また反応潜時の相対度数分布で‘は，

6-0HDA注入ネズミはより早くより右方へとその分布を移動させており，一過性に学習の促進

が認められた(図 12)。さらに和問らは，反応潜時が20秒未満のため非強化事態が生じた場合，

その直後に連発して生ずる失敗反応(非強化反応〉の回数についても分析し， 6-0HDA注入ネ

ズミは失敗反応の連発回数が有意に少ないことを見い出した(表4)。

このように中隔のCAニューロンが変性したネズミではオペラント反応の抑制が促進され，

失敬反応の連発回数が少なくなる。中隔のCAニューロンは， DRLLスケジュール下で、のオペ

ラント反応、の抑制的制御に対して悪影響を及ぼしていることが明らかにされた。さらに和田と

岩本(1983)は， CAニューロンのなかでもとくにドーパミン (dopamine)ニューロンがオペ

ラント反応の抑制的制御に対して悪影響を及ぼしていることを報告している。

表4 DRLL20 / LH36訓練における失敗反応、の連発数
〔和田・高橋・吉野・岩本， 1983) 

群 セ y ション
l 8 30 

6 -OHDA注入群 (n口 6) 13 4:1(1: 2 

アスコルピン酸群 (η=5) 17 9* 2 

非注入群 (n=10) 17 13 2 

各f直はメディアン， *: P<0.05; ** : P<O.Ol (メディアン検定)
6 0 H D A vs アスコルビン談。 P<O.Ol
6-0 H D A vs 非注入。 P<O.Ol
アスコルビン談 VS非注入。 Pく0.05
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3)ネズミの実験的モルヒネ中毒:静蹄内自動注入法による試み (Weeks，1962) 

Weeksはネズミをど被験動物とし，オペラント条件づけ法を利用してき経験的にモルヒネ

り出す試みを報告している。この方法はレバー押し反誌に対する強記耗激としてそノレヒネを

往射するものt 被験動物であるネズミが比較的自由に動きまわれること， レバー押し反詰:後

すみやかに薬物の作用 ること，この2点が要求されたの Weeks

ポリエチレン製のカニュ…レを過してそノレヒネが自動的

ように工夫した。

サドノレ言ピヰ~ ;:ぐミ

される

ノレビ J手 る薬物依存状態を作り出 に， 2mg/kgから 40mg/kgまで毎時鵠

ごとに徐々に土館長ましながら，よそ/レヒネをネズミに注射した。ついで装置内にレバーを設置し，

ネズミがし/パーを押すと強化科激として 10mg/kgのそ/レとネが与えられるように誤諌した。ネ

ズミが規間的に長記;するようになったのち，強化刺激としてのモルヒネの盤を 10mg/kgから

3.2 mg/kgに減少しすこところ，ネズミの反応頻度はすみやかに増大した。またそんたネをまっ

たく与えなかった場合では，禁断症状が出現するまえに反誌類疫が平均7倍近くも増大し，そ

の後徐々に減少した〈表5)。つぎにモルヒネ援を3.2mg/l憶に爵詮し， Fixed-Ratio強化スケ

ジュ…ノレでネズミを苦11練した。この強イヒスケジューノレは通常FRnと記述され nはFR誌と呼

ばれる(岩本， 1982)。被験体はお間皮革ずるごとに…定義の強牝刺激〈この場合3.2mg/kgの

表 5 妥続強化及び消去E寺におけるそルヒネ中議ネズミの待問当りの反応、護翼後 (Weeks，1962) 

4長 {件 1 B寺!認さきりの反応毒素緩

強化スケ
ネズミ ネズミ ネズミ ネズミ ネズミ 平均 1取8量当りのモルヒネ
95 224 255 261 402 ":摂(鈎/kg) 

i議絞強化 10.0 2.4 2.0 1.3 0.9 1.2 1.6 384 

連続強化 3.2 5.5 3.1 2.会 2.5 2令 l 3.2 240 

2肖 受託行 0.0 33.0 11.0 21.0 27.0 17.0 22.0 

tt 湾労て?の反応頻度は災奪実関長子後3B寺関まて?のもの

還後6 FRスケジューJレにおげるそんとネ中議ネズミの雲寺第号潟りの反応樹皮悦ks，1962) 

条 f王子 l 的言語巡りの反応頻度

FR土と
モルヒネ愛 ネズミ ネズミ ネズミ ネズミ

王F 均 l 尽ききりのモルヒネ
(副9/ kg) 470 483 485 4告。 絞殺議(問/kg) 

1 : 1 3.2 1.8 1.1 1.9 3.5 2‘8 160 

5 : 1 3.2 7.4 4.4 7.1 5.2 6.0 号1

10: 1 3.2 13.0 7.6 12.0 12.0 11.0 84 

10: 1 10.0 5.4 4.7 5.2 4.7 5.0 120 

?この強化スケジュ…ノレは逮続強化(C双F)スケジューんに毒事しい(岩本，ぬ82)。
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図13 モルヒネ中毒ネズミNo.490の累積反応記録

25 

1 : 1託ATIO

3.2 MG./KG 

5: 1 RATIO 

3.2 MG./KG. 

10: 1 RATIO 

3.2 MG./KG. 

10: 1 RATIO 

10 MG./瓦G.

30 35 

右に示してあるのは各 FR比とモルヒネ蚤。 Dでは breakand run様の反応、パ

ターンが生じている(索綴記録上の傾線はモルヒネが注入された時点を表す)。
[Weeks， 1962) 

モルヒネ〉を獲得することができた。その結果， FR 1 t， FR 5， FR 10とFR比が増大するにつ

れてネズミの反応頻度も増大した。またFR10でそノレヒネ量を 3.2mg/kgから 10mg/kgに増

大したところ，反応;頻度は逆に減少した(表6，鴎 13)。とくに陸 3Dではbreakand run様

の反応;パターンが形成されており，モルヒネが即効性の強化刺激となっていたことが明らかに

され7こ。

4) Progressive-Ratio強化スケジュールによる各種麻薬様物質の強化効果の比較研究

(Hoffmeister， 1979) 

Progressive-Ratio (PR)強化スケジュールはFR強化スケジュールを改変したもので，自己

投与反応が一定の消去基準に達するまで漸増的にFR比を増大させる強化スケジューノレで、ある(岩

本， 1982)。この FR比はbreakingpointと呼ばれ，この値によって薬物相互の強化効果を比較

することができる。

日o百meisterはこの PR強化スケシューノレを用いて， 3頭のサノレに4種類の麻薬様物質(ヘロ

イン， コデイン，デキストロプロポキシフェン，ベンタゾシン〉を自己投与させた。そして 1

日における自己投与回数がl田以下になるまで漸増的にFR比を増大させ， breaking pointを

求めた。これらの薬物は頚静眠を通して右心房へ投与された(園4参照〉。その結果，ヘロイン

とコデインは一回当りの自己投与量が増大するに従ってbreakingpointも増大し，ヘロインで

は500μg/kgの投与量でbreakingpoint 12800，コデインは16000μg/kgの投与量で6400で
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A Step FR 

サル M 10.18 12，8∞ 
6，4∞ 
6 3，200 

1，6∞ 
800 

∞ 
2出。
1問。

サル 12.12.18 12，8∞ 
6，400 
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∞ 
∞ 
∞ 
1∞ 

サル M 16.5 8 12，8∞ 
6，4(泊

3，200 

1，600 

800 

α} 

2∞ 
1∞ 

Heroin Codei ne Dextroprop- Pent田ocine
oxyphene 

¥x¥ービ/¥〈¥

¥ 
¥ 

一 『一一一← ー

¥二、SL~=Al~ 

主ぅifhこjfL-
mg/kg l. V 

r山「ー「同「ー「同，-，血マー「同，-， r-r-同「同「司r-γ山田守

500 100 10 116，0005，0001，000 50 10，0002，500 100 1O，0005，000l，Cω50 
叙泊印 10，000 2，500 1∞ 10 5，0001，00古 50 7，5∞2，5∞100 

Heroin Codeine Dextroprop 
oxyphene 

PentazocIne 

B Step 

¥ 

500 100 10 1 16，0∞5，0001， 0ω50 10，000 2，500 1∞10，0005，0ω1，0∞5Omg/kg l. V. 
200 50 10，0002，5∞100 10 5，0∞1，0∞50 7，5002，5ωl∞ 

図14 各種麻薬様薬物の breakingpoint 

A:ヘロイン，コデイン，デキストロプロポキシフェン，ベンタゾシンの breal口ngpointo B : Aの

breaking point(n=3)を平均したもの。破線帯は生理食塩水の自己投与時における breaking poi nt 

を示す。 (Hoffmeister，1979) 
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あった(図 14)。一方デキストロプロポキシフェンやベンタゾシンでは投与量が増大すると産聖堂，

流誕，運動失調などの副作用が現われ， breaking pointは低下した。 breakingpointの最大は

ベンタゾシンで3200(投与量デキストロプロポキシフェンで6400(投与量5000μg!kg)，

1000~5000μg!kg) であった。

オペラント条件づけ法を用いた行動分ところで有害物質や産業蕗棄物の主毒性評舗において，

しかしながら，いまだに毒性を評

毒物暴露後の中枢神経系機能の評価という特

析法の果す役割は，近年しだし、に重要性を増してきている。

摘するための充分な試験法が開発されておらず，

殊な要請に応えるため，精神薬理学や行動薬理学的方法論が求められている (Norton， 1982)。

5)幼児期ネズミに対するトルエン暴露による高購波音の聴覚障害(Pryor，Dickinson，日owd，

& Rebert， 1983) 

合成合成繊維の原料として用いられるとともに，火薬，漂白荊，医薬品，トルエンは染料，

まラッカーなどの稀釈剤，樹脂・セルロースの溶解剤としても使用されており，化学の溶剤，

た自動車用方ソリン中にもアンチ・ノック剤として添加されている。高濃度のトルエン暴露に

暴
露
間
期
間
中

LIGHT 

ぷ
J

一…

~~ 
TONE 

〆イ
100 

80 

60 

40 

ど…
1
1
1
l」

ハU

ハU

n
/

“
 

暴
露
後
1
週
間
目

暴
露
後
3
遇
罰
百

F
 

• Control 
o Toluene 

80 

40 

20 

平
均

E100 

成
功
率

% 
十

襟
準
誤
差

60 

234  

〆/ふ一一
100 

60 

40 

80 

234  

20 

。
4 

条件性棒登り電君主回避課題に対するトルエンの豆急性暴露の影響

(Pryor， Dickinson， Howd， & Rebert， 1983) 
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また慢睡気，頭痛，疲労感，脱力感をきたす。よる症状は中枢神経系の抑制作用を中心とし，

一時的な記憶喪失をひきおこすととも幻覚，妄想，性的に吸入すると，感情不安，意識障害，

に，脳波の異常，場合によっては大脳の器質的変化をみることが報告されている(後藤ら， 1977)。

トノレエン暴露によるPryorらは棒登り型の電撃回避課題(polejump avoidance)を用い，

習障害を分析した。この課題では実験装置の床がグリッドになっており，被験体は天井から下っ

を回避またはた棒に跳びっくかこの棒を押すことによって，床のグリッドから与えられる

逃避することができた。

被験体は乳離れしたばかりのネズミ(生後 23臼〉で， 1日14時間 5遇聞にわたって 1200ppmt 

電撃回避訓練はトルエン暴露の最後の週，暴露後第 1週目，および

暴露後第3週目に行われた。実験が開始されるとまず警告刺激が提示された。警告刺激として

のトルエンに暴露された。

またはグリッドを通して与えられる弱し、電撃 000μA)のいずれ58 dB)，光，は音 (20kHz， 

その後 10秒以内に天井から下った棒に跳びっくかこの棒を押せば電撃OmA)かが提示され，

警告刺激がうもや~~l、電撃であった場合にはトルエンのを回避することができた。実験の結果，

トルエン暴露群に顕著な回避学習の障害が警告刺激が昔の場合，影響は認められなかったが，

しかもこの障害はトルエン暴露終了後2ヶ月を経過した時点でも認められ認められた(図 15)。

(留 16)，トノレエンの影響が比較的長期間に及ぶことが示唆された。また警告刺激である音の周

波数を変化させ，さらに詳細に分析したところ，害警告音の周波数が比較的高い 12kHz~20 kHz 

100 
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80 平
均
剖
遊
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功
率
(
%
)
土
際
準
誤
差

20 

Tone Shock Light 
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ロfrzl図拾お
条件性棒登り篭慾回避課題に対す

るトルエンの更急性毒性(暴露2

カ月後の回避成功率)

(Pryor， Dickinson， Howd， & 

Rebert， 1983) 

図16

~"~n4---l- ""T t ppmはpartsper milIionの略で， 1 ppmとは一一一一ーをす味する 一般には濃度の単位として用いられ
1，000，000 。
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図17 条件性格登り電撃回避課題に対するトルエンの豆急性毒性

(条件刺激の潤波数・強さによって降客の度合いが異なる)

CPryor， Dickinson， Howd， & Rebert， 1983) 

のときに樟害が認められ， 4 ~8 kHzの低周波音の場合には障害はわずかであった(図 17)。以

上のことから， トノレエンが高周波音に対して不可逆的な聴覚障害をひきおこす可能性が示唆さ

れた。

6)新生児ネズミに対する酢酸鉛投与の影響 [Brown，1975) 

鉛は無機鉛と有機鉛に大J31jされるが，無機鉛の場合は血中にはし、り，肝臓，腎臓，脳，神経

系をおかし，骨に沈着し，その後血中に溶け出して中毒症状が現れる。一方有機鉛のうち4ア

ノレキル鉛による中毒では，興奮，幻覚などの精神症状が現れ， とくに神経系をおかすのが特徴

であり，重症の場合には死亡する(高桑ら， 1983)。
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の北合物は鉛の 1精錬，

のひとつとなっている。また闘

に4ア/レユトノレ鉛を添加した燃料の排気フゲス

る〈高桑ら， 1983)。

Brown (1975)は新生理ネズミに議接， また

る影響を検討した。このT

り付けられており，ネズミ;立

しなかっ をそれぞれし滋択する

きた。菌 18は，ぶ 100mlにつき 10mg

によって，生後 20日間違襲われたネユだミ

など広範囲で科潟されており， な職

カ持ソジンJコオクタン織を高めるため

らの母乳を介し

強化刺激として水

し され

となってい

し， T

に 150W

ること会レで

の母乳

したものである。このおお鈎

介して新設児ネズミ 17.5 mg/lぼIdayであった。鍛からわかるよう

tこ，新生児期に鉛を摂取したネズミには学潔の際警が認められた。さらにBrownは，生後どの

くらいの離識が銘の影響念受けやすいのかについても分析した。母線ネズミは1B 35mg/kgの

tこT

S 

し， cこの母乳によって

った〈国 19)。

1 ~10 日関，または1l~21 好関の酪養われたネズミ

ネズミの母乳によって生後 1~10 臼

られたが， ll~羽田践の期務われたネズミに

ネズミの1断

けやすく，

し

て敏感で、あることが明らかにされた。この実験では鉛を摂取

も湖沼会れたが，そのいずれも

はなかった〈表 7， のことは，

よる となり得ることを示している。こ

は電球の点灯・消灯に依存し を選択しなけれiまならないということか

ら， Brownは鉛が授笠弁lllJ行動なうのではないかということを示醗している。

7)水銀暴露ネズミにおける水銀譲渡と持動変化〔五ishi，行部himoto，.Shimizu， & Kobayashi， 

1978) 

水銀出誉議でも微量蒸発い銭入によりや議を起こす危険があり，また健康史惑からも吸収

される。

な

われる。ま

ことがある

れた魚介類

などに使われる

Kishiら(1978)は，ネズミ

題を用いて検討した。さら

ら

をひきおこすの
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ネズミは床のグこの課題では，実験装置にはGattiら(1960)の棒登り電撃回避装置を用いた。

ワッドを介して 2.0mAx400Vの電撃に暴諒され，実験ボックスの天井から下っている棒に跳

あらかじ電撃を閉避または逃避することができた。回避条件では，びっくことによって，

この聞に棒への匝避反応が生じるまでネズミを訓練した。告刺激(ブザー〉が 15秒間提示され，

っし、2秒以内に棒への逃避反応、が生じるまで訓練した。に暴露し，逃避条件ではいきなり

でネズミを 3mg/m3の濃度の水銀蒸気に，1 B 3時間，週 5B 鵠の割合で暴露し，これを 12~42

なお実験ボックスにはライトピー
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鉛の投与日数

35mg/kg/ dayの鉛を摂取

した母綴ネズミの母乳に

よって，生後 1~1O日目，

1l ~21 日目の問養われた

新生児ネズミ(古，生後

8~1O週齢)の T字裂迷

路における学潔成績

各{直はコントロール哲学ネズ

ミの mean二!:SE.に対する

ノマーセンテージで表しであ

る (n=5または 6) 

::K : P<0.05 (マン・ホイ

ットニのUテスト)。

(Brown， 1975) 

図19

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

ツンョン

*100mlにつき10mgの鉛を溶かした飲料

水で飼育された母親の母乳によって，生

後20日間養われたネズミ(♀，生後 8~

10週齢)のT字型迷路における学習成綾

P<0.05 (マン・ホイソトニーのUテスト)
セソション Xにおけ /各ネズミ当りの正

る祭綴正反応(%) ¥ 14 

反応数の総和¥( 100 ¥ 
/¥ネズミの数/

(Brown， 1975) 

セ

図18

生後7週齢雄ネズミの行動と体重に及ぼす鉛摂取時の臼鈴の影響 (Brown，1975) 表 7

オーフ。ンフィールドc

最d 立ち上がり 排

重士山
γ{
 ;盈糞動壬口

自発運動量b
(宮)

鉛暴露日寺の日齢

2.8::1:0.7 26.0土3.585.2土10.9288.1::1: 15.4 315こと10.2 コントロール

2.8::1:1.3 24.8::1:3.3 85.5土15.7334.8::1:34.8 339土 9.31~1O 

4.0土l.22l. 7土2.388.3::1: 9.8 282.2土29.6268土10.011~21 

3.7ことl.219.8::1:2.3 84.0土 6.1306.5こ士46.0311土 8.41 ~21 

a 35田9/ kg / dayの鉛を摂取した母親ネズミの母乳によって，生後 1-10日目， 11-21日笥， 1 -21日おの間後われた。

ii査はmeanISE. (n= 5または6)。有意:差はなかった。

アクトフォトメーターで15分間測定

オープンフィールドで 5分間測定

スクエアーにはいった関数
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表8 生後 1-10白目の間5田g/kgの鉛を毎日腹腔内に注入された雄ネズミ(生後8-10週齢)のT字型迷路
の学習成績，血中鉛室。体重コントロール群は酢重量ナトリウムを注入された~ (Brown， 1975) 

処 E里 T字型迷路の得点b
血中鉛最 {本

(μg/100me) 生後10日目

コントロール 6.40ゴ二1.07 18.4土2.5 20.0こと4.3

鉛 (5mg / kg) ip 2.86土0.91 23.4士2.4 20.9土1.1

P <0.05
c 

a fl査はmeah:tSE. (コントロール群n=5，鉛群n=7)。
b 14セッション中の正反応数
C マン・ホイットニーのUテスト

d 有意義なし

NS
d 

NS
d 

表9 出産後 1-10日目または11-20日目の間， 35または70的/kg/day
の鉛を摂取した母親ネズミの母乳によってき菱われた新生児ネズミ

の血中鉛議a (Brown， 1975J 

出蔑後の鉛摂取期 | 母毅ネズミの鉛摂取量

(日 35田宮/kg/day 70mg/kg/day 

コントロール

1-10 

11-20 

21.75土2.0

45.8:t3.6b 

20.4:t2.0 

83.7:t6.3
b 

19.3土1.9

a 値はmeanごとSE(n=5-7)μg/100m(!血液，新生児ネズミは11日目と218
自に屠殺された。

b P<0.05 (tテスト)

議 (g)
生後8週目

332土22

315:t18 

NSd 

表10 出産後20日間35mg/kg/dayの鉛を投与されたf手続ネズミの母乳によって養われた新生児ネズミの，生後
11臼自および生後21臼自における体重，脳重量，脳内水分量，体重に対する肝臓の重幾比a
(Brown， 1975J 

f本 重 (g)

脳重量 (g)

脳内水分量 (%)c

目干義援/体重 (g/100g)

a fi直はmean土SEo(況=4 -10)。
b テスト

日齢(日)

11 

21 

11 

21 

11 

21 

11 

21 

c 脳内水分監は800Cで24時間乾燥させた後に測定した。

コントロール 35mg/kg/day 有意義b

22.0土1.4 25.6土0.90 無

38.2土0.8 44.8:t0.70 鑑

O.ω:t0.03 0.98:t0.02 鑑

1.44土0.02 1.51土0.06 生匝

87.6土0.1 87.4土0.08 無

83.l:t0.3 84.0ごと0.20 主正

2.46:t0.17 2.54土0.20 無

3..81土0.33 3.77土0.22 無
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人文科学論集

ムとアォトトランジスタが取り付けられており， ずこ されてから.ネズ

ミが1奉へ跳びっくためにこのど…ふさど遮断ナるまでの潜時が樹定さ

まず逃避条件では， しカミしセッ、ンョ

ン当りの逃遊説応、の出現頻度

によって反応;潜時がしだい

なかった〈僅20)。 の場合に

Rat # 18 

lo3 VJSfna、九弘叫L4fP4f ・ヘ'......ルザW へ‘'.. --時ヘ、・4ノ〆.....
o L ===恥_...~...'や句........--......j/~

合

# 2 

10 

5 。
# 5 

10 

5 。
主主 15 

反35~fゆ............A.、和 回

l~t ..:~ jX..Xベ、~' 、v〆 、、炉個、、、 50 去護
54FPLWWJ司..̂，、年JI';丹、、-~....、弘、.-恥~.. 、.4'-...........局、

反。
9 

# 12 
の

10 
出潜 5 

9 議

# 11 顔
15 

10 
〈

秒 5 % 。

ControJ( n 6， mean:t SD) 

10 

5 

9 。。 10 20 3設 40 

i麗

ffig21 本銀蒸気終日蓄のおよび喜多露f去の問滋反応0)変化
トー一:[沼務次応のよちま党審議きゑ : [醐B協のf!Zr.i>i繁華寺，関:*録番錦織詰)
(Kishi， Hashi賠oto，Shi mi zu， ~量 Kobayashi ， 1978J 
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行動草案王製やの芸誌史とその査をi立におよぼすオベラント心液学の主主毒素

華経11 水銀蒸気;こ参謀議設れたネズミめ義経局者支ゆ買J(銀遼
(Kishi， Hashimoto， Shimizu，色(Kobayashi， 1978) 

護学
被写実 長豪華受し

大脳 Il弱 卒李 小脳 予言 総
さ色 骨

1市 5子綴 隠同又 n社z関~ li本数 式と詩李英語 事事 事主

12 30 24 hr 13.15' 19.20 31.12 10.20 1.92 2.40 6.00 号6.94

28 35 24 hr 11.18 18.04 27.38 14.40 1.7号 7.14 2.99 90.0 

22 38 24 hr 12.26 17.40 32.45 14.80 1.合告 4.91 3.85 吉宮.6

18 41 24 hr 17.83 28.07 49.80 13.40 2.4告 11.04 2.75 101.22 

13.60 20.68 35.19 13.20 1.82 6.37 3.90 96.古品

1.46" ごと 2.49 土 4.99 ごと 1.04 0.29 二七 1.83 0.74 ::!:: 2.必

25 lOweeks 8.53 7.95 14.85 3.93 0.62 0.54 0.62 13.40 

33 11 weeks 6.72 11.59 17.62 5.70 1盆03 1.21 0.57 17.21 

12 weeks 4.88 7.42 12義36 4.62 合.46 1.11 0.91 5.99 

6.71土1.20
b 
8.99ェ1.31 14.94 4.75土色520.7員全0.170.95土0.210.70主立11 12.20 

主1.52 3.2ち

0.03土告.Olb 主主3土O.ω 0・04士O.長1O.き3主立010.09士ι020.05士喜.010.05土0.020.8自主0.15

出現率にも られ 20。しか

ズミの脳

徐々に長くなり，またセッシ設ン当り

しいずれの条件においても，之友毅懇議終7後は徐々に田疫の額舟

して水銀支設さど罷定したところ，小謡と踏幹に多く慈善きされてい

ところ，中;枢まこは異常は認められなかった。一方末語、では腎臓に多く

(表 11)。

しfこ

されていた

これら 23.16ごと3.41μgl玄brain iissue で

10.72ニヒ1.40μg/gbrain tissue以下になっ

された。したがっ

は， 10~20 ppmであることが務らかとなっ

ょっ

またKishiらは，水銀が小脳に議壊することに

となる可能性も指摘している。

ヰ 行動薬理学の現状と持来

近年， し，中招神経系の研究はめざましい進歩をな る。

らかにされ，

によって， ド…パミンや /Iしょ乙どネフリンな

クロマトグラブィーや電気化学検出機(electrochemical 

detector)の科F自によって腿i内

のオーダーで1J!U定することが可能になっ

1ナノグラムt，さらにはlどコ〆ラムttという

行動 る ますま i 

t 1ナノグラム i、

-
必・
2

φ
'
?
 

タ'ラム グラム
1，000，0母会.000.000
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& Schuster， 1968)。さらに，

1設の拐題喜多も検討する必要が為るだろう。

第2に複雑誌した現代社会にあって，われわれの日常生活と薬物と

なりつつある， という問題を取りょげることができるだろう。

とりわけ抗不安薬や錘眠薬は…般家縫でも

t二

タ/ごコ， コ

問題とな し

-r"ふ、仏
」イマコリ，

メカニズムを解明し， る

物

第3にさまざま

う

う。

そのよ

ぷう

と!同様tら

さまざま

として開発され，

してきた。しかし異需行動会治壊しそれを修iE'ずるの

ント口…ルすることもまた重要であろう。これからさ、診われわれが

される事態に対して， もっとも

ぐこともくりだし，

まってし、る

にもき

ら

を

くはー

こhらの

わめて ている。しヵ、し

はいまだ明らかにされていな1，

となっている。

れら までも

し

れたように，

きなも

る

られてL、るが，

さら ますま られている。
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行言語幾絞殺の際史とその数近におよぼすオベラント心理学のま言放
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